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そこで，さらに 10頭の動物を使用し，血中 lidocaine と気管電気刺激時の心機能との関係を心臓の
変力効果の指標としての Max dp/dt , Max dp/dt/IP を用いて検索した。その結果，血中 lidocaine
の増加にともないLlMax dp/dt 及びLlMax dp/dt/IP は漸時減少し，血禁中 lidocaine濃度が 3-4
μg/ml では， lidocaine無処置の群に比べて明らかにその変動が抑制された。
以上のことから，気管内に噴霧される局所麻酔薬が挿管時の血圧上昇を抑制するという効果は，気
管粘膜に対する表面麻酔作用によるというよりは むしろ血液中に移行した薬剤の本来有する心血管
系に対する抑制作用によるものであることが明らかとなった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，気管内に投与される局所麻酔薬-lidocaineーの挿管時の血圧上昇の抑制機作について，
循環機能の面から究明したものである。
その結果， lidocaineの血圧上昇の抑制は気管粘膜に対する表面麻酔効果としての働きによるとい
うよりは，むしろ.血中に移行した薬剤の心血管系に対する作用によるものであることが明らかとなっ
た。
局所麻酔薬の気管内投与量に関しては適切なる規準がなく また効果についても臨床上意見の一致
を見ないのが現況である。本論文で述べられた知見ならびに考察はこれらの諸問題の解決に大きく貢
献するものと考えられ，高く評価される。
-212一
